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ディスレクシアの指標としてのターヌス・テスト
































現 象 で あ る「 タ ー ヌ ス・ テ ス ト 」 が 多 用 さ
れている（Patterson,Cayko,&Flannagan,1988;

















力に違いがあるかどうかをターヌス課題を用いて調べた。12 歳から 58 歳までの 5 名の男女であった。参加者
は 7 点尺度の反応カテゴリー（0；明らかな要素運動，1；要素運動，2；弱い要素運動，3；どちらともいえな
い，4；弱いグループ運動，5；グループ運動，6；明らかなグループ運動）により，ターヌス課題を遂行した。
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の刺激が消える（真っ黒な一様画面となる）。こ
の消えている時間を刺激間間隔（inter-stimulus
interval），略して ISI と呼ぶ。そののち，第 2 画
面として正方形 1 つ分だけ右寄りに，同じく 3 つ
の正方形が提示される。したがって，第 1 と第 2
の刺激画面では，中央付近の 2 つの正方形は完全
に同じ位置に提示されることになる。第 1 画面
→ ISI →第 2 画面の提示の流れにおいて，Cest-
nickandColtheart（1999）は次のような見解を





















































点である。ただし，ISI が 0 msec の条件でもグ
ループ運動と知覚される割合は 0％ではなく，

































































































































を用い，メインメモリは 12 GB 搭載した。刺激
を提示するモニターには，リフレッシュレートを
120 Hz に設定した ASUS 製 VG248 を用いた。こ













ム内全体（直径約 5 cm×3 cm の楕円状）を対象
に，点滅感を抱くか否かを報告してもらった。液
晶面までの視距離は，腕をいっぱいに伸ばした状


































じく視角 1.2 度であった。ISI は 11 種類（0 msec，
8 msec，16 msec，24 msec，32 msec，40 msec，
48 msec，56 msec，64 msec，72 msec，80 msec）
のいずれかで，灰色正方形条件と白色正方形条件




が 66 試行の合計 132 試行を課した。各試行は，




















反応（5 名全員が 6 試行とも「明らかな要素運動」
と報告），満点の 6 点が完全な「グループ運動」













図 2　両群 5名全体の ISIごとのグループ得点の平均値
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【2】　ディスレクシア群 5名の個人データ






図 3　ディスレクシア群 5名と対照群 5名の個人別の反応パターン































































































































































































































る閾値は 16 msec 以下で，CestnickandColtheart





















反応が 0 または 6 と極端。
















24 ms 以下では，「真ん中の 2 つは向きを変え
ない 0」と報告した。「黒地に白」では最初か
らほとんど 0 反応だが，24 ms までは「真ん中
の 2 つ が 向 き を 変 え な い 0」 な の に 対 し，




























い 0」（純粋な要素運動）と，「真ん中の 2 つが向
きを変える 0」（第 3 の見え方）のどちらである
かを区別して報告してもらえた。その報告に基づ
き 整 理 す る と，ISI:24 msec 以 下 は 前 者，ISI:
32 msec 以上は後者と，明確に分かれた。後者の
見え方を「グループ反応」側に分類すれば，参加









































の 1 つ 1 つに対し，ほぼ独立した試行として反応
を遂行することができた（2 人とも閾値は 50 msec
より明らかに低い）。






































る。11 種類の ISI のうち，「要素運動」と「グ





















































最初の第 1 ブロック，中間の第 4 ブロック，それ
に最終の第 6 ブロックのデータパターンを表 2 に
示した。
　表 2 を見ると，参加した 10 名は，おおむね 3
つのタイプに分けられる。
















ブロック 0 8 16 24 32 40 48 56 64 72 80
A 1 0 5 6 6 6 6 6 6 5 6 6
4 1 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6
6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6
B 1 0 0 0 0 6 0 0 0 6 6 3
4 0 0 0 0 0 0 6 0 6 0 0
6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
C 1 0 0 6 6 6 6 6 6 6 6 6
4 0 0 0 6 6 0 6 6 6 6 6
6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
D 1 0 0 0 6 6 6 6 6 5 6 6
4 0 0 5 1 1 1 5 6 6 6 6
6 0 0 0 0 1 1 5 1 5 6 5
E 1 0 0 6 0 6 6 6 6 6 6 6
4 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6
6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6
1 1 1 1 2 3 4 6 6 6 6 6 6
4 1 1 2 2 5 6 6 6 6 6 6
6 1 1 2 3 3 6 4 3 6 6 6
2 1 0 1 6 6 6 6 6 6 6 6 6
4 0 1 6 6 6 6 6 6 6 6 6
6 0 0 1 6 6 6 6 6 6 6 6
3 1 0 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6
4 0 0 0 0 2 0 1 0 5 1 0
6 2 6 6 6 5 6 6 6 6 6 6
4 1 0 0 6 6 2 6 6 5 6 4 4
4 0 0 0 2 1 6 6 2 4 6 5
6 0 6 1 2 6 5 5 6 6 6 6
5 1 0 0 6 2 5 6 6 5 6 5 6
4 0 0 1 5 2 2 2 4 4 5 5







ISI（閾値）は 50 msec 付近と想定していたが
（Cestnick&Coltheart,1999），表 2 に示したよう








































降系列 3 試行の合計 6 試行を課したが，いずれの
参加者も両系列間に大きな違いがなかったため，
表 3 では全 6 試行の平均値を示した。
　対照群 5 名の CFF 値は，46 Hz から 51 Hz 付
近であった。そこで，この装置による通常値を
46-51 Hz としてディスレクシア群の 5 名の CFF
値を評価すると，5 名のうち 3 名はほぼこの範囲

















表 3　 両群の各参加者の CFF値
ディスレクシア群
A B C D E
40.4 48.3 38.7 48.2 45.3
対照群（ノンディスレクシア群）
1 2 3 4 5
46.2 51.2 51.8 49.7 46.2
　単位は点滅回数／秒





































運動」に見えるはずの ISI:0 msec においても「6」
















　 既 に 述 べ た よ う に，CestnickandColtheart
（1999）は，要素運動からグループ運動へと見え





期待通りの反応パターン示した 2 名（対照群 1 と
2）のデータからの推定であるが，ディスレクシ
ア群の中にも期待通りの反応パターンを示す参加






表 4　 各参加者の 132試行中の極端な反応（「0」＋「6」）
の出現率
ディスレクシア群
A B C D E
98.5％ 93.2％ 99.2％ 82.6％ 100.0％
対照群
1 2 3 4 5













クシア群の参加者 A や D では，むしろ Daviset
al.（2001）のグラフのノンディスレクシア群より
も低い閾値を示す傾向にあった。ただし，本実験
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 Theresultsneithershowedconsistentdifference in thegroup-motionthresholdbetweenthe
dyslexicandcontrolgroup,norsupported thehypothesis lapses of concentrationbyDavisetal.
（2001）.Nevertheless,participantsindyslexicgroupconsistentlyshowedhigherrateofextremere-
sponse（responsecategories0and6）thantheparticipantsincontrolgroup.
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